
             調査期間      2022年2月11日（金）～ 2月13日（日）

             調査方法　    固定電話と携帯電話による電話法（ＲＤＤ追跡法）

             調査相手　    全国18歳以上   2,122人

　　　　　　　　　　              固定　925人　　　　　　　携帯  1,197人　　　

             回答数（率） 　1,240人（58.4％）　 

　　　　　　　　　　　            固定　626人（67.7％)　 携帯  614人（51.3％）

(※選択肢読み上げなし)

1． 支持する ･････････ 53.5 ％
2． 支持しない ･････････ 27.3 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 19.2 ％

1． 政策に期待が持てるから ･････････ 7.5 ％
2． 支持する政党の内閣だから ･････････ 17.6 ％
3． 人柄が信頼できるから ･････････ 17.9 ％
4． 実行力があるから ･････････ 9.4 ％
5． 他の内閣より良さそうだから ･････････ 44.3 ％
6． その他 ･････････ 0.6 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 2.6 ％

1． 政策に期待が持てないから ･････････ 34.5 ％
2． 支持する政党の内閣でないから ･････････ 10.3 ％
3． 人柄が信頼できないから ･････････ 5.3 ％
4． 実行力がないから ･････････ 37.5 ％
5． 他の内閣の方が良さそうだから ･････････ 6.8 ％
6． その他 ･････････ 0.3 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 5.3 ％

2022年2月　 政治意識月例電話調査

調査の概要

問１
あなたは、岸田内閣を支持しますか。それとも支持しませんか。

問１ＳＱ１［問１で「１．支持する」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持する主な理由は何ですか。これから読み上げる５つの中から、１つ選んでお
答えください。（N=663件）

問１ＳＱ２［問１で「２．支持しない」の人に］（該当者）
あなたが、岸田内閣を支持しない主な理由は何ですか。これから読み上げる５つの中から、１つ選んで
お答えください。（N=339件）

1 / 4 ページ



(※選択肢読み上げなし)

1． 自民党 ･････････ 41.5 ％
2． 立憲民主党 ･････････ 7.3 ％
3． 公明党 ･････････ 3.5 ％
4． 日本維新の会 ･････････ 5.2 ％
5． 国民民主党 ･････････ 1.0 ％
6． 共産党 ･････････ 2.2 ％
7． れいわ新選組 ･････････ 0.6 ％
8． 社民党 ･････････ 0.3 ％
9． ＮＨＫ受信料を支払わない国民を守る党 ･････････ 0.1 ％

10． その他の政治団体 ･････････ 0.3 ％
11． 特に支持している政党はない ･････････ 31.0 ％
12． わからない、無回答 ･････････ 6.9 ％

1． 大いに評価する ･････････ 4.8 ％
2． ある程度評価する ･････････ 54.6 ％
3． あまり評価しない ･････････ 30.1 ％
4． まったく評価しない ･････････ 6.9 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 3.6 ％

1． 適切だ ･････････ 49.4 ％
2． 延長せず解除すべきだった ･････････ 15.4 ％
3． 緊急事態宣言にすべきだった ･････････ 25.5 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 9.8 ％

1． 感じる ･････････ 33.2 ％
2． 感じない ･････････ 55.1 ％
3． ワクチン接種はしない ･････････ 5.6 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 6.1 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 続けるべきだ ･････････ 56.7 ％
2． 緩和すべきだ ･････････ 32.2 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 11.1 ％

問６
オミクロン株の水際対策として、政府は、今月末まで、外国人の新規入国を原則停止しています。これ
に対し、経済界や留学生からは、入国制限の緩和を求める声が出ています。あなたは、制限を続ける
べきだと思いますか。緩和すべきだと思いますか。

問５
あなたは、新型コロナワクチンの３回目の接種で、２回目までとは異なるワクチンを接種する「交互接種」
に不安を感じますか。感じませんか。次の３つから１つ選んでください。

問２
今、あなたは、何党を支持していますか。支持している政党の名前を、１つだけおっしゃってください。

問３
あなたは、新型コロナウイルスをめぐる政府のこれまでの対応をどの程度評価しますか。次の４つから１
つ選んでください。

問４
政府は、東京など１３都県の「まん延防止等重点措置」を延長することを決めました。延長の決定をどう
思いますか。次の３つから１つ選んでください。
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(※選択肢読み上げなし)

1． 行うべき ･････････ 26.9 ％
2． 見直すべき ･････････ 48.3 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 24.8 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 評価する ･････････ 61.5 ％
2． 評価しない ･････････ 14.6 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 23.9 ％

1． 大きく影響している ･････････ 20.8 ％
2． ある程度影響している ･････････ 52.0 ％
3． あまり影響していない ･････････ 19.5 ％
4． まったく影響していない ･････････ 2.7 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 5.0 ％

1． よく知っている ･････････ 5.6 ％
2． ある程度知っている ･････････ 49.3 ％
3． あまり知らない ･････････ 34.2 ％
4． まったく知らない ･････････ 5.6 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 5.4 ％

(※選択肢読み上げなし)

1． 都市部 ･････････ 22.7 ％
2． 地方 ･････････ 66.5 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 10.7 ％

問１１
東京２３区では、去年１年間で、転出した人が転入した人を初めて上回り、東京一極集中に変化の兆し
が現れています。あなたが、住む場所として理想的だと思うのは、都市部ですか。それとも地方ですか。

問７
いわゆる一票の格差を是正するため、衆議院選挙の小選挙区を、法律に基づき、５つの都県で合わせ
て１０増やし、１０の県で１ずつ減らす「１０増１０減」を行うことになっています。これに対し、自民党からは
「地方の声が反映されにくくなる」として、見直しを求める声が出ています。あなたは、「１０増１０減」を行
うべきだと思いますか。それとも見直すべきだと思いますか。

問８
ウクライナ情勢をめぐる欧米とロシアの緊張が続くなか、日本政府は、ロシアからの天然ガスの供給が絞
られる可能性があるヨーロッパ向けに、ＬＮＧ＝液化天然ガスを融通することを決定しました。あなたは、
政府の対応を評価しますか。評価しませんか。

問９
食品や日用品、光熱費の値上げが相次いでいます。家計にどの程度影響していますか。次の４つから
１つ選んでください。

問１０
民法の改正によって、４月から成人年齢が２０歳から１８歳に引き下げられます。どんなことが変わるの
か、あなたはどの程度知っていますか。次の４つから１つ選んでください。

3 / 4 ページ



1． 男性 ･････････ 53.4 ％
2． 女性 ･････････ 46.6 ％

1． 18・19歳 ･････････ 0.9 ％
2． 20～29歳 ･････････ 4.3 ％
3． 30～39歳 ･････････ 7.7 ％
4． 40～49歳 ･････････ 13.5 ％
5． 50～59歳 ･････････ 14.4 ％
6． 60～69歳 ･････････ 17.8 ％
7． 70歳以上 ･････････ 36.3 ％
8． 無回答 ･････････ 5.1 ％

1． 農林漁業 ･････････ 2.3 ％
2． 自営業 ･････････ 10.1 ％
3． 勤め人 ･････････ 36.6 ％
4． 主婦・主夫 ･････････ 14.9 ％
5． 無職 ･････････ 29.0 ％
6． 学生 ･････････ 1.9 ％
7． その他、無回答 ･････････ 5.3 ％

1． 北海道 ･････････ 4.4 ％
2． 東北 ･････････ 6.0 ％
3． 北関東 ･････････ 10.6 ％
4． 南関東 ･････････ 13.1 ％
5． 東京 ･････････ 9.7 ％
6． 北陸信越 ･････････ 5.2 ％
7． 東海 ･････････ 11.8 ％
8． 近畿 ･････････ 15.8 ％
9． 中国 ･････････ 6.1 ％

10． 四国 ･････････ 3.3 ％
11． 九州 ･････････ 11.0 ％
12． 無回答（携帯） ･････････ 2.9 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 21.5 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 20.7 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 23.9 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 13.2 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 12.4 ％
6． 無回答 ･････････ 8.2 ％

都市規模

性別

年層

職業

地域
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